
第

二

千

五

百

三

十

号

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

(

火
曜
日)

目

次

規

則

○
岐
阜
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

税

務

課)

一
六
一
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

障
害
福
祉
課)

一
六
三

○
岐
阜
県
河
川
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

河

川

課)

一
六
三

告

示

○
岐
阜
県
統
計
調
査
条
例
に
基
づ
く
県
統
計
調
査
に
関
す
る
告
示
の
一

部
改
正

(

統

計

課)

一
六
四

○
肥
料
の
登
録

(
農
産
園
芸
課)

一
六
四

○
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
の
更
新

(
同

)

一
六
五

○
解
除
予
定
保
安
林
と
す
る
旨
の
通
知

(

治

山

課)

一
六
五

○
木
曽
川
右
岸
流
域
下
水
道
の
暗
き
ょ
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示
の
一

部
改
正

(

下

水

道

課)

一
六
五

公

示

○
争
議
行
為
の
通
知
の
公
表

(

労
働
雇
用
課)

一
六
六

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

(

農
地
整
備
課)

一
六
六

○
建
設
業
法
に
基
づ
く
建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

(

建
設
政
策
課)

一
六
六

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

(

中
濃
振
興
局)

一
六
七

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

(

揖
斐
農
林
事
務
所)

一
六
七

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

(

同

)

一
六
七

○
猟
銃
等
講
習
会
の
開
催

(

生
活
安
全
総
務
課)

一
六
八

○
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
の
開
催

(

同

)

一
六
九

規

則

岐
阜
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
五
号

岐
阜
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
税
条
例
施
行
規
則(

昭
和
二
十
五
年
岐
阜
県
規
則
第
四
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
十
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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○

岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日



�

不
納
欠
損
と
し
た
県

民
税
に
係
る
徴
収
金

あ
ん

分
率

⑧

合
計

③
＋
④
＋
⑤
＋
⑥

欠
年
損
月
整理
日

区
分

第
号

年
月

日
県
税
事
務
所
長
様

市
町
村
長

印□
個
人
の
県
民
税
の
不
納
欠
損
報
告
書

岐
阜
県
税
条
例
施
行
規
則
第
53条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
｡

欠
年
損
度
整
区
理
分

滞
納
繰
越
分

現
年
課
税
分

滞
納
繰
越
分

現
年
課
税
分

地
方
税
法
第
18条
第
１
項
に
該
当
す
る
も
の

⑥
×
⑧

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
５
項
に
該
当
す
る
も
の

⑤
×
⑧

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
４
項
に
該
当
す
る
も
の

④
×
⑧

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
５
項
に
該
当
す
る
も
の

③
×
⑧

地
方
税
法
第
18条
第
１
項
に
該
当
す
る
も
の

⑥

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
５
項
に
該
当
す
る
も
の

⑤

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
４
項
に
該
当
す
る
も
の

④

地
方
税
法
第
15条
の
７
第
５
項
に
該
当
す
る
も
の

③

う
ち
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
期
間
中
に
５
年
の

時
効
到
来
に
よ
り
消
滅
し
た
も
の
⑦
×
⑧

う
ち
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
期
間
中
に
５
年
の

時
効
到
来
に
よ
り
消
滅
し
た
も
の

⑦

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

人
員

件
数

県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
合
計
額

円

本
税

過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 過・不・重 加
算
金円

円

計
①
＋
②

第
73号
様
式
(用
紙
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
)
(第
53条
関
係
)
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省
令
別
表
第
一
に
係
る
も
の

そ
の
他
の
水
利
使
用

河
川
法
施
行
令(

昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号)

第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
水
利
使
用

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
六
号

岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則(
平
成
五
年
岐
阜
県
規
則
第
九
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
第
五
号
様
式
心
臓
の
機
能
障
害
の
状
況
及
び
所
見(

十
八
歳
以
上
用)

の
様
式
中｢か

こ
む
｣

を｢囲
む
｣

に
、｢５

人
工
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
(有
・
無
)

手
術
日
(

年
月

日
)

人
工
弁
移
植
､
弁
置
換
(有
・
無
)

手
術
日
(

年
月

日
)

｣

を ｢５
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

(有
・
無
)

手
術
日
(

年
月

日
)

人
工
弁
移
植
､
弁
置
換

(有
・
無
)

手
術
日
(

年
月

日
)

６
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
適
応
度
(
ク
ラ
ス
Ⅰ
・
ク
ラ
ス
Ⅱ
・
ク
ラ
ス
Ⅲ
)

７
身
体
活
動
能
力
(運
動
強
度
)

(
メ
ッ
ツ
)

｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則

の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙(

以
下｢

旧
用
紙｣

と
い
う
。)

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
用

紙
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

岐
阜
県
河
川
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
七
号

岐
阜
県
河
川
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
河
川
法
施
行
細
則(

昭
和
四
十
年
岐
阜
県
規
則
第
三
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中｢

許
可｣

の
下
に｢

及
び
登
録｣

を
加
え
、
同
条
中｢

か
ら｣

を｢

、
第
二
十

四
条
及
び｣

に
、｢

ま
で
の
許
可｣

を｢

の
許
可
並
び
に
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録｣

に
、｢

許
可
の

区
分｣

を｢

区
分｣

に
、｢

掲
げ
る
期
間｣

を｢

定
め
る
期
間｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中｢

又
は｣

を｢

及
び｣

に
改
め
、｢

許
可｣

の
下
に｢

並
び
に
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録｣

を
加
え
、
同
条
第

二
号
中｢

水
利
使
用
に
関
す
る｣

を｢

前
号
に
掲
げ
る｣

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中｢

橋
の
た
め
の
占

用
に
係
る｣

を｢

前
二
号
に
掲
げ
る｣

に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中

｢

許
可｣

の
下
に

｢

又
は
登
録
の｣

を
加
え
、
同
条
第
一
項
中

｢

又
は｣

を

｢

若
し
く
は｣

に
改
め
、｢

第
二
十
四
条
の
許
可｣

の
下
に｢

又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録｣

を
、

｢

そ
の
許
可｣

及
び｢

従
前
の
許
可｣

の
下
に｢

又
は
登
録｣

を
加
え
、｢

当
該
許
可｣

を｢

そ
の
許
可

又
は
登
録｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

許
可
の｣

を｢

許
可
又
は
登
録
の｣

に
、｢

許
可
期
間
満
了

後｣

を｢

許
可
又
は
登
録
の
期
間
満
了
後｣

に
改
め
、｢

再
度
の
許
可｣

の
下
に｢

若
し
く
は
登
録｣

を
加
え
、｢

許
可
は｣

を｢

許
可
又
は
登
録
は｣

に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中｢

許
可
事
項｣

の
下
に｢

又
は
登
録
事
項｣

を
加
え
、
同
条
中｢

第
二
十
三
条｣

の
下
に｢

、
第
二
十
四
条｣

を
加
え
、｢

及
び｣

を｢

若
し
く
は｣

に
改
め
、｢

規
定
に
よ
り｣

を
削
り
、

｢

許
可
を｣

を｢

許
可
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
を｣

に
、｢

許
可
の｣

を｢

許
可
又
は
登
録
の｣

に
、｢

見
や
す
い
場
所
に｣

を｢

に
お
い
て
、
許
可
の
場
合
に
あ
つ
て
は｣

に
、｢

指
令
番
号｣

を｢

許

可
番
号｣

に
改
め
、｢

許
可
面
積
等
を｣

の
下
に｢

、
登
録
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
住
所
又
は
事
務

所
の
所
在
地
、
氏
名
又
は
名
称
、
登
録
年
月
日
、
存
続
期
間
、
登
録
番
号
等
を｣

を
、｢

標
識
を｣

の

下
に｢

見
や
す
い
場
所
に｣

を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中｢

第
二
十
三
条｣

の
下
に｢

、
第
二
十
四
条｣

を
加
え
、｢

及
び｣

を｢

若
し
く

は｣
に
、｢

規
定
に
よ
る
許
可｣

を｢

許
可
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録｣

に
改
め
、｢

当
該
許
可｣

の
下
に｢
又
は
登
録｣

を
加
え
る
。

｢

別
表
中
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第
十
四
号)

使
用 二

部

四

部

二

部

二

部

四

部

場
所

許
可
(登
録
)

番
号

場
所

省
令
別
表
第
一
の
二
に
係
る
も
の

省
令
別
表
第
一
に
係
る
も
の

許
可
期
間

許
可
を
受
け
た

内
容

許
可
期
間

(存
続
期
間
)

許
可
(登
録
)
を

受
け
た
内
容

そ
の
他
の
水
利
使
用

河
川
法
施
行
令(

昭
和
四
十
年
政
令

第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
水
利

岐
阜
県
第

八
九
五
号

岐
阜
県
第

八
九
四
号

岐
阜
県
第

八
九
三
号

岐
阜
県
第

八
九
二
号

岐
阜
県
第

八
九
一
号

登
録
番
号

炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料

炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料

炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料

消
石
灰

消
石
灰

肥
料
の
種
類

東
方
炭
酸
苦

土
石
灰

粒
状
一
五
炭

酸
苦
土
石
灰

一
五
炭
酸
苦

土
石
灰

七
二
顆
粒
消

石
灰

七
〇
消
石
灰

肥
料
の
名
称

ア
ル
カ
リ
分

五
三
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

五
三
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

五
三
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

七
二
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

七
〇
・
〇

保
証
成
分
量

(

％)

同 同 公
定
規

格
の
と

お
り

同 該
当
な

し そ
の
他

の
規
格

同 同 同 同 東
方
工
業
株
式
会
社

佐
賀
県
佐
賀
市
高
木
瀬

東
二
丁
目
一
三
番
一
〇

号 生
産
業
者
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所

｢を
｣

に
改
め
る
。

｣

｢

別
記
様
式
中

｢を

｣

｢
｢

に
、

を

に
改
め
る
。

｣
｣

｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
二
号

岐
阜
県
統
計
調
査
条
例
に
基
づ
く
県
統
計
調
査
に
関
す
る
告
示(

平
成
二
十
一
年
岐
阜
県
告
示
第
二

百
四
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

｢

県
民
栄
養
調
査｣

を｢

県
民
栄
養
調
査

少
子
化
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査｣

に
改
め
る
。

岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
三
号

肥
料
取
締
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号)

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
を
登
録

し
た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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岐
阜
県
第

七
九
八
号

岐
阜
県
第

七
九
七
号

岐
阜
県
第

七
九
六
号

登
録
番
号

岐
阜
県
第

八
九
六
号

炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料

炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料

炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料

肥
料
の
種
類

炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料

一
六
炭
酸
苦

土
石
灰

粒
状
一
六
炭

酸
苦
土
石
灰

粒
状
一
五
炭

酸
苦
土
石
灰

肥
料
の
名
称

東
方
粒
状
炭

酸
苦
土
石
灰

ア
ル
カ
リ
分

五
五
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
六
・
〇

内
く
溶
性
苦

土
一
一
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

五
五
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
六
・
〇

内
く
溶
性
苦

土
一
一
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

五
三
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇

保
証
成
分
量

(

％)

ア
ル
カ
リ
分

五
三
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇

同 公
定
規

格
の
と

お
り

公
定
規

格
の
と

お
り

そ
の
他

の
規
格

同

同 矢
橋
商
事
株
式
会
社

愛
知
県
西
尾
市
和
泉
町

一
三
三
番
地

矢
橋
工
業
株
式
会
社

大
垣
市
赤
坂
町
二
二
六

番
地

生
産
業
者
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所

同

岐
阜
県
第

八
二
二
号

混
合
有
機
質

肥
料

安
心
Ｔ.

Ｓ.

１
号

窒
素
全
量

三
・
二

り
ん
酸
全
量

三
・
二

公
定
規

格
の
と

お
り

柴
田
留
夫

多
治
見
市
滝
呂
町
一
〇

丁
目
一
九
番
地

岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
四
号

肥
料
取
締
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号)

第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥

料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
五
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
か

ら
保
安
林
の
解
除
を
し
よ
う
と
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の

内
容
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

可
児
市
下
切
字
青
木
二
〇
八
一
の
一
二
、
多
治
見
市
姫
町
五
丁
目
六
・
八
の
一(

以
上
二
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
多
治
見
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
六
号

木
曽
川
右
岸
流
域
下
水
道
の
暗
き
ょ
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示(

平
成
十
一
年
岐
阜
県
告
示
第
百
十

五
号)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

｢

百
分
の
百
五｣
を｢
百
分
の
百
八｣

に
改
め
る
。
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公

示

郡
上
１
期
地
区

(

山
本
た
め
池)

施
行
に
係
る
地
区
名

郡

上

市

役

所

縦

覧

場

所

平
成
二
六
・

三
・
一
八
か
ら

同

・

四
・
一
六
ま
で

縦

覧

期

間

平
成
二
十

六
年
二
月

十
四
日

平
成
二
十

六
年
二
月

十
日

平
成
二
十

六
年
二
月

十
日

平
成
二
十

六
年
二
月

五
日

平
成
二
十

六
年
二
月

五
日

平
成
二
十

六
年
二
月

五
日

平
成
二
十

六
年
一
月

三
十
一
日

平
成
二
十

六
年
一
月

二
十
八
日

取
消
年
月

日

ヤ
マ
グ
チ

建
築

株
式
会
社

Ｋ
Ｔ
Ｋ

片
山
鉄
工

所 建
築
塗
装

竹
蔵

株
式
会
社

杉
本
管
工

有
限
会
社

玉
腰
工
務

店 宮
島
装
飾

西
建
産
業

株
式
会
社

商
号
又
は

名
称

山
口
辰
生

代
表
取
締

役

三
輪

正
善

片
山
照
男

佐
竹
豊
蔵

代
表
取
締

役

杉
本

益
美

代
表
取
締

役

玉
腰

善
十
郎

宮
島
正
雄

代
表
取
締

役

宗
宮

與
裕

代
表
者
の

氏
名

加
茂
郡
川
辺
町

上
川
辺
五
四
二

番
地
九

関
市
山
田
一
一

四
番
地
二

美
濃
市
前
野
八

四
〇
番
地
一

大
垣
市
島
里
二

丁
目
八
番
地

関
市
東
志
摩
八

〇
八
番
地

高
山
市
八
幡
町

五
二

岐
阜
市
中
洲
町

二
二
番
地
三

揖
斐
郡
揖
斐
川

町
脛
永
一
六
四

五
―
一

主
た
る
営
業
所

の
所
在
地

般
二
十
二
―

一
五
〇
四
五

般
二
十
三
―

三
五
〇
三
〇

三 般
二
十
五
―

三
五
〇
二
五

四 般
二
十
四
―

二
〇
〇
一
四

九 般
二
十
三
―

一
一
〇
〇
八

般
二
十
四
―

三
〇
〇
四

般
二
十
三
―

一
一
〇
九
九

特
二
十
四
―

二
三
〇
一

許
可
番
号

建
築
及
び
大
工
工
事

業 建
築
工
事
業

鋼
構
造
物
工
事
業

塗
装
工
事
業

土
木
、
管
、
ほ
装
及

び
水
道
施
設
工
事
業

建
築
工
事
業

内
装
仕
上
工
事
業

造
園
工
事
業

取
り
消
し
た
工
事
業

○
争
議
行
為
の
通
知
の
公
表

労
働
関
係
調
整
法(

昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号)

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岐

阜
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
労
働
組
合
か
ら
労
働
条
件
の
改
善
等
の
要
求
に
関
し
て
争
議
行
為
を
行
う

旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令(

昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号)

第

十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

争
議
行
為
の
行
わ
れ
る
日
時

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日
午
前
八
時
三
十
分
以
降
四
月
末
日
ま
で

二

争
議
行
為
の
行
わ
れ
る
場
所

み
ど
り
病
院(

所
在
地
岐
阜
市)

、
す
こ
や
か
診
療
所(
同)
、
華
陽
診
療
所(

同)

、
し
ず
さ
と

診
療
所(

所
在
地
大
垣
市)

及
び
こ
が
ね
だ
診
療
所(

所
在
地
関
市)

の
全
職
場

三

争
議
行
為
の
概
要

前
項
の
職
場
に
お
い
て
、
保
安
要
員
を
除
き
争
議
行
為
を
実
施
す
る
。

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

県
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
事
業
計
画
書
の

写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
建
設
業
法
に
基
づ
く
建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号(

廃
業
等)

の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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平
成
二
十

六
年
二
月

十
八
日

平
成
二
十

六
年
二
月

十
八
日

平
成
二
十

六
年
二
月

十
七
日

平
成
二
十

六
年
二
月

十
七
日

有
限
会
社

下
垣
内
建

設 松
本
建
設

株
式
会
社

株
式
会
社

酒
井
工
務

店 中
屋

代
表
取
締

役

下
垣

内
友
和

代
表
取
締

役

松
本

成
俊

代
表
取
締

役

酒
井

浩 中
村
守
生

高
山
市
滝
町
一

三
一
四
―
二
番

地 高
山
市
山
田
町

一
五
四
三
番
地

の
二

不
破
郡
垂
井
町

府
中
一
九
四
〇

番
地
の
一

安
八
郡
神
戸
町

大
字
神
戸
四
五

一
番
地

般
二
十
四
―

一
六
六
一
二

般
二
十
二
―

九
四
五
六

般
二
十
一
―

一
三
二
六
八

般
二
十
二
―

五
一
四
九

土
木
工
事
業

土
木
、
と
び
・
土
工

及
び
水
道
施
設
工
事

業 管
工
事
業

土
木
、
管
及
び
水
道

施
設
工
事
業

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

岐
阜
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則(

平
成
七
年
岐
阜
県
規
則
第

百
二
十
号)

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

１
購
入
物
品
の
名
称
及
び
予
定
数
量

可
茂
､
中
濃
及
び
郡
上
総
合
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気

1,32

5,600kW
h

２
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
一
般
競
争
入
札

３
入
札
公
告
を
行
っ
た
日
平
成
26年
１
月
８
日

４
落
札
者
を
決
定
し
た
日
平
成
26年
２
月
19日

５
落
札
者
の
住
所
及
び
氏
名
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
４
番
２
号

丸
紅
株
式
会
社

国
内
電
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
長
福
田
知
史

６
落
札
金
額
28,947,612円

７
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

�
部
局
の
名
称
岐
阜
県
中
濃
振
興
局

�
所
在
地
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
2610―

１

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

西
濃
用
水

土
地
改
良

区
連
合

平
成
��･�･�
理
事

細

野

治

重

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
上
ミ
野

三
一
五
番
地

平
成
��･��･��
同

木

村

政

明

養
老
郡
養
老
町
橋
爪

一
一
三
六
番
地
一

平
成
��･�･�
監
事

野

村

千

浩

養
老
郡
養
老
町
石
畑

八
三
二
番
地
一

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

西
濃
用
水

土
地
改
良

区
連
合

平
成
��･�･�
理
事

野

村

千

浩

養
老
郡
養
老
町
石
畑

八
三
二
番
地
一

監
事

日
比
野

富
士
男

養
老
郡
養
老
町
豊

三
二
番
地
一

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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平
成
二
十
七
年

三
月

十
二
日(

木)

同

年
十
一
月
二
十
七
日(

木)

同

年

八
月

十
日(

日)

平
成
二
十
六
年

六
月

十
二
日(

木)

開

催

年

月

日

西

濃

用

水

土

地

改

良

区

連

合

土

地

改

良

区

名

同 同 同 午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

開

催

時

間
平
成
二
六
・

三
・
一
一

認

可

年

月

日

東
濃
西
部
総
合
庁
舎

大
垣
市
民
会
館

岐
阜
産
業
会
館

飛�
総
合
庁
舎

開

催

場

所

同

年
十
二
月

十
八
日(

木)

同

年
十
二
月

十
一
日(

木)

同

年
十
一
月

九
日(

日)

同

年

十
月
二
十
六
日(

日)
同

年

十
月

九
日(

木)

同

年

十
月

二
日(

木)

同

年

九
月

十
八
日(

木)

同

年

九
月

四
日(

木)

同

年

八
月
二
十
八
日(

木)

同

年

八
月
二
十
一
日(

木)

同

年

七
月
三
十
一
日(

木)

同

年

七
月

十
三
日(

日)

同

年

七
月

三
日(

木)

同

年

六
月
二
十
六
日(

木)

同

年

五
月
二
十
五
日(

日)

同

年

五
月

十
五
日(

木)

同

年

四
月
二
十
四
日(

木)

平
成
二
十
六
年

四
月

十
七
日(

木)

開

催

年

月

日

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

開

催

時

間

大
垣
市
民
会
館

可
茂
総
合
庁
舎

飛�
・
世
界
生
活
文

化
セ
ン
タ
ー

大
垣
市
民
会
館

岐
阜
県
シ
ン
ク
タ
ン

ク
庁
舎

東
濃
西
部
総
合
庁
舎

中
濃
総
合
庁
舎

恵
那
総
合
庁
舎

岐
阜
県
シ
ン
ク
タ
ン

ク
庁
舎

可
茂
総
合
庁
舎

大
垣
市
民
会
館

中
津
川
文
化
会
館

中
濃
総
合
庁
舎

飛�
総
合
庁
舎

岐
阜
産
業
会
館

下
呂
総
合
庁
舎

大
垣
市
民
会
館

恵
那
総
合
庁
舎

開

催

場

所

○
猟
銃
等
講
習
会
の
開
催

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法(
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号)

第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
公
安
委
員
会

委
員
長

古

田

善

伯

一

開
催
す
る
講
習
会
の
種
類

１

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
講
習
会(

以
下｢

初
心
者
講
習
会｣

と
い
う
。)

２

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
二
項
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対

す
る
講
習
会(

以
下｢

経
験
者
講
習
会｣

と
い
う
。)

二

初
心
者
講
習
会

講
習
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

当
日
の
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
と
す
る
。

な
お
、
受
講
申
込
受
付
は
、
先
着
順
と
し
、
会
場
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
る
も
の
と
す
る
。
ま

た
、
受
講
申
込
者
が
十
人
に
満
た
な
い
と
き
は
、
開
催
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

三

経
験
者
講
習
会

講
習
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所
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同

年

三
月

十
九
日(

木)

同

年

二
月

十
九
日(

木)

同

年

二
月

五
日(

木)
平
成
二
十
七
年

一
月

十
五
日(

木)

同 同 同 同

中
濃
総
合
庁
舎

岐
阜
県
シ
ン
ク
タ
ン

ク
庁
舎

飛�
総
合
庁
舎

恵
那
総
合
庁
舎

同

年
十
二
月

六
日(

土)

同

年

十
月

十
八
日(

土)

同

年

八
月

三
十
日(

土)

平
成
二
十
六
年

六
月

七
日(

土)

開

催

年

月

日

同 同 同 午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

開

催

時

間

同 同 同 岐
阜
県
警
察
本
部
庁

舎 開

催

場

所

当
日
の
受
付
時
間
は
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
一
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

な
お
、
受
講
申
込
受
付
は
、
先
着
順
と
し
、
会
場
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
る
も
の
と
す
る
。

四

受
講
の
申
込
み

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
県
内
の
警
察
署
で
猟
銃
等
講
習
受
講
申
込
書
及
び
収
入
証
紙
納

付
書
各
一
通
の
交
付
を
受
け
、
猟
銃
等
講
習
受
講
申
込
書
に
あ
っ
て
は
、
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

写
真(

六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
横
二
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
縦
三
十

六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の)

一
枚
を
添
え
、
収
入
証
紙
納
付
書
に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び
氏
名
を
記

載
の
上
、
受
講
手
数
料
と
し
て
受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
所
定
の
額
に
相
当
す
る
岐
阜
県
収
入
証

紙
を
貼
付
し
、
講
習
受
講
予
定
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
提
出
す
る
こ

と
。な

お
、
初
心
者
講
習
会
の
受
講
日
時
は
、
講
習
申
込
者
に
猟
銃
等
講
習
会
日
時
等
決
定
通
知
書
に

よ
り
通
知
す
る
。

五

受
講
手
数
料

１

初
心
者
講
習
会

六
、
八
〇
〇
円

２

経
験
者
講
習
会

三
、
〇
〇
〇
円

六

講
習
内
容

１

初
心
者
講
習
会

一�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令

三
時
間

二�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い

二
時
間

２

経
験
者
講
習
会

一�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令

二
時
間

二�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い

一
時
間

七

注
意
事
項

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
及
び
ノ
ー
ト
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

受
講
に
当
た
っ
て
、
係
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
者
又
は
受
講
態
度
が
著
し
く
悪
い
者
に
対
し
て

は
、
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

八

そ
の
他

こ
の
講
習
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

○
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
の
開
催

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号)

第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
公
安
委
員
会

委
員
長

古

田

善

伯

一

講
習
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

当
日
の
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
と
す
る
。

な
お
、
受
講
申
込
者
が
三
人
に
満
た
な
い
と
き
は
、
開
催
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

二

受
講
の
申
込
み

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
県
内
の
警
察
署
で
年
少
射
撃
資
格
講
習
受
講
申
込
書
及
び
収
入

証
紙
納
付
書
各
一
通
の
交
付
を
受
け
、
年
少
射
撃
資
格
講
習
受
講
申
込
書
に
あ
っ
て
は
、
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
写
真(

六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
横
二
十
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
縦
三
十
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の)

一
枚
を
添
え
、
収
入
証
紙
納
付
書
に
あ
っ
て
は
、
住
所

及
び
氏
名
を
記
載
の
上
、
三
の
受
講
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
岐
阜
県
収
入
証
紙
を
貼
付
し
、
講
習

受
講
予
定
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
提
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
講
習
会
の
受
講
日
時
は
、
講
習
申
込
者
に
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
日
時
等
決
定
通
知
書
に
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よ
り
通
知
す
る
。

三

受
講
手
数
料

九
、
七
〇
〇
円

四

講
習
内
容

１

空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令

三
時
間

２

空
気
銃
の
使
用
の
方
法

一
時
間

五

注
意
事
項

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
及
び
ノ
ー
ト
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

受
講
に
当
た
っ
て
、
係
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
者
又
は
受
講
態
度
が
著
し
く
悪
い
者
に
対
し
て

は
、
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

六

そ
の
他

こ
の
講
習
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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